
 

 

 

2024年度 

創発的研究支援事業 年次報告書【公開版】 

 

 

 

研究成果の概要 

上記研究実施期間において、マルチプレクス単一細胞ドロップレット PCR 法を応用した後天的 Y 染色

体喪失（Loss of Y chromosome, LOY）および後天的 X染色体喪失（Loss of X chromosome, LOX）の測

定技術を開発し、その成果を国際誌に発表した。さらに、この技術をさまざまな疾患解析に応用し、臨

床検体から得られた知見を基にモデルマウスを作製して、後天的性染色体喪失と疾患との関連メカニ

ズムの解明に着手している。本技術の一部成果については PCT出願を予定している。 

1. Tsuchiya J et al. A Novel Method for Acquired Sex Chromosome Mosaicism. Adv Biol. 2024 

Jul;8(7):e2300512.  

 

また、米国バージニア大学との国際共同研究において、LOYおよびクローン性造血に関する研究成果を

2報、国際誌に発表した。 

1. Thel MC et al. Circ Heart Fail. 2024 Aug;17(8):e011681 内容：血液中の後天的 Y染色体喪失

（LOY）は、野生型トランスサイレチン心アミロイドーシス患者に多く認められ、死亡リスクの上昇と

関連することを、日米の患者コホートにおける解析から明らかにした。 

2. Evans MA et al. Front Cell Neurosci. 2024 Dec 17;18:1487867. 内容：造血幹細胞に Tet2変異

をもつクローン性造血（CHIP）は、脳卒中後の亜急性期における炎症の解消と、神経学的予後の改善に

関与することをマウスモデルを用いて示した。  

 

さらに、LOYおよびクローン性造血に関するエディトリアル論文を 2報、国際誌に発表した。 

1. Sano S, Walsh K. Eur Heart J. 2025;46(17):1617–1619. 内容：血液の後天的 Y染色体喪失と冠

動脈疾患の関連について。 

2. Sano S, Walsh K. Cell Res. 2024;34(12):824–825. 内容：歯科疾患（歯肉炎）とクローン性造血

CHIP関連について。 
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